











平成 29年 7月 10日 
古 典 資 料 の 保 存 と 利 用 
 
筑波大学 人文社会系 准教授  
山 澤   学 
 




  貴重書 ：慶長（1596～1614）以前製作の和書，明代の正徳（1506～21）以前刊本あるい
は清代（1911）以前写本の漢籍，李朝期（1900）以前製作の朝鮮書，1850年以
前製作の洋書。歴史史料（古文書）も含む。 





 ① 配架済  ② 購入  ③ 寄贈 
(2) 所蔵機関の役割        cf. 博物館・美術館（Museum）。文書館（Archives）。 
 ① 研究（学術的・書誌学的価値） 
 ② 整理（登録作業）      ※ 捺印・書き込み・糊付き図書ラベル貼付を避ける。 
 ③ 保存（配架・修復・管理） 

























(1) 原本保護の観点からの複製 ―利用は破壊？― 
 マイクロフィルム化から電子化へ。 →複製物による閲覧の推奨。 
 紙質・厚・折り目・角筆・爪印・墨色・彩色の詳細な確認は原本でしかできない。 




  ex. 国立国会図書館「サイトポリシー」（2014年 5月 1日改訂） 










 ① 史料学における文書・記録の目録項目 
 整理者，史料群ごとに多様な整理・分類法。 
 表題：古代・中世は様式による命名。      ex. 太政官符。足利義満御判御教書。 
    近世は史料記載の原表題主義・内容表題。 ex. 乍恐以書付奉願上候(由緒につき)。 
 形態：一紙（ないし継紙）・状・紙・竪紙。単位は通・枚；冊物・竪帳（ないし横帳・横半帳）。 
 正文，写，控，案文，土台・下書，版本。右筆による本文と意志の主体または奉者の自署。 





 図 １ 筑波大学人文社会系（歴史・人類学専攻）における古文書用整理封筒の記入例 
 
 《 主要参考文献 》 
大阪府立中之島図書館編「古文書の話」（http://www.library.pref.osaka.jp/site/osaka/about- 
















図 ２ 筑波大学附属図書館における古文書の登録例 
（ http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/mylimedio/search/book.do?target=local&bibid=972657，
2014年 6月 11日参照） 
